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青酸合成の研究 (第六報)

銅液洗樵慶ガ「スを原料とする青酸の合成並び、l乙

原料ガス中の不純物の反磨、lこ及ぼす影響詩〕

矢野武夫

Synthesis of Prussic Acid Part VI 
Synthesis of Prussic Atid from NH3 and the Waste Gas in the Ammoniacal 

Copper Scrubbing Plant， and the Effect of the Impurity in the Raw Gas 

Takeo YANO 

Abstract 

The investigation of the project in the prescnce of the Al~03 supported H2S04 catalyst 

promoted by ThO宮 wascarried out by analysing the material and the product. It was found 

主hat，
(1) when O2 and CO2 are removed from the raw gas the reaction， 

2CO + NHa = HCN + CO2 + H2 
only proceeds without side reactions in accordance with the result of the prcvious report with 

pure material， and， 
(2) without removing O~ the HCN-yield was apprcciably depressed several side reactions 

being caused， whereas. 
(~) the depression due to H2-presence corresponded quantitatively to thc equilibrium shift. 

緒言

先に COと NH3から HCNを合成する反/!![の基礎的研究明)3)を行ひ， トリヤ添7111硫酸間

媒帥ちアルミナダルを ~n樫とし，助欄媒としてトリヤを含む硫酸蝿媒が， との反@(の優秀な鯛

媒であり，反腔;温度 650-700CC.，昼間速度 ]0Jう五20に於て混合比10及び、20の時夫々 61及

び8096の HCN牧草容が得られる事を見出した.

主主に於て著者等-は此の青醍合成法の工業化を余闘し トリヤ添加硫酸燭媒を用ひて COと

NHaから安慣に純粋な HCN或は KCN， 又は NaCNを工業的に製造する方訟の研究に着手

し7ζ・

先づとの合成訟を工業的に賓施する需には多量に使用する原料 COが安慣に得られるとい

ふ事が必要でるる.

持) 絹媒研究所報告第47競

1) 木下，矢野，佐藤:鰐媒，第五輯(昭 24)68. 

2) 矢野，金井:縄媒，第七車~ (畷 26)1. 

3) 期内，矢野，金井:鯛媒，第七戦(磁 26)8. 
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精娘

1干-ffサ';IiCO jJE[とLて，ア J、モ=アイ'r-}J:~~ ユ :l~/J の，íWh夜洗椴fif ガスを採り土げ，此のカ、、スを T)J{

~， I とする HCN の合成訟を?松討 L tL・ とωヵス fiCOω外に不純物として O~， H~ ， CO2及び、

N2f手を合むから，とのガスを原料として r~{J収率に HCN を合成しゃうとすれば，此等の不純物

カ。スの収率に及ぼす効果をしらべてゐかなければならない.

以 Fとの日(I'.Jの1"1乙行った和々の寅験及びその結果抗び、にそれから導かれる結論について

11民弐越ベて行くととにする.

g 1. 試料及び費験方法

質験にmひた銅液洗瀧庭ガスは東洋高出株式合枇北海道工業所アムモエア合成工場の銅液
洗搬装置に於ける民主ポンフ。後の際ガスを試;~;村宗取口より 30 立入!りゴム風舶に採取して運搬

して来たものでるる. とのカ、、スをそのまま或は液臨空気のトラップ， KOH 溶液， ソーダ石次

中を過して CO~ を除き，或はその上JJiに，ピロガロ~J!- -KOH 溶液等を通，-て O~ の一昔ß叉は

全部を除いてガス~W!I'Z::J!'fへて試料とした・

7K~l'~f土亜鉛と稀硫隈 (1:6)より，キップの装置により製匙し， KOHi容液，飽和泊マンガ、

ン問主力日里溶液， CaCl~ 及び 250-300'C に熱した CuO. の上に通じ精製して試キ?とした・

空気i主大試を KOH溶液を通じ，叉 N~ はボンベより KOH 溶液及び、ピ口ガ口 ~JI"， -KOH

i各j夜を通し，精製して夫々の試IIとした・

之サ;の不純物カ、、スと前fj~*) の方法で蛇限から製品!t脂製 Ltこ COf主ガス i官Hて附けた fì盛の議

みによって己う:¥1の一定比にil1:介した・

f也の~jU'l- ft誌な，1ftまでのと同じである.

'{t!!)伝説世，扱れ;及'O:'J叉!むガスの分析方訟せ:はすべて前報までのとr，uじである・

S 2. 銅;夜洗瀧鹿ガスま原料とした合成費験

~liÐ液洗瀧殴ガスをそのまま，或は前述。如く精製して CO2 及び、O2 の一部或怯杢11官を際;去 2

したガスを原料とし とれとアムモニアとから， トリヤ添加硫酸偶媒を用ぴてHCNを合成lし

た貨験結果を第 1去に示す，I 

去の「宜mAi呑蹴」は上記蝿媒の同一部分 (11gr.)，同一原料ガス及rA同一反!直司臨件のI)-;fに行

ばれた敢[rilの質験結果を鵠括して示す. r隅媒」の欄は同一個扶の各部分をロ ιマ数字寸:r.，!D賢件

。Eおいl敢」のは各宣験~n1:枕に属する宣験の l円l教を示す. 夫等賞験の11日には基準J状況(原料ガスド

10純 CO+INH31.見合カ、ス，温度:650
00， S.v，: 10) の質験を多数~jI挟んで~.. ，燭媒活性白再現性

を確かめ， HCNJ比率が低下したら偶媒をお?しい部分ととり替へる掠にした・ 又.rHCN収率」

等は夫~Jf多数 frijの宜験結果の千均fJl'[で、 dうって， とれにその平均白莱誤差を附記してある.

r:n[Il1}~7J、、スキH 成」の闘は京国切〉ら持って*た上記殴方、スの車n.成を Orsat ガス分析器を用ひて

帯) 文献 (2)参照

- 22ー



一#

銅i夜洗浪路ガスを原料とじた合成賓験第 1表
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NH34lc率に誤差記入のないのは1阿しか定量しなかワた場合である.
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鰐媒

うと景:した結果を r精製ガスキn成」のは其の不純物， CO2叉は CO2と09の一部叉は杢部を除
き，反憾の原料として月jひた方、スの車:lJ成を/，.}綜に LてA量Lて得た結*を， rcoの流量」の欄
は精製ガス中の COのみのi成長を，又「放出カ、、ス組成」のは「反躍一〉ゲス」を水洗L， HCN及び

未反!匹 NH'Iを除去した糾ガスの組成を同様にして定量した結果を夫々示す.

質験番蹴 (1)乃王 (3)はI司ーの京断ガスを用ひ， (1)に於てはそのまま， (2)及び (3)に於て

は共の不純物のうちから CO2のみを除いて行った貰験の結果でるる. 去に示す如く cO2の有

無に拘らや HCN以;王手は著しく低い. それのみなら歩との場合には上越の方法に依って調べた

嫡媒の許性は前童文報の場合と違って著しく早く低下し，共の慣媒を採り出すと黒くなって居る

事が認められ， 共の黒いものは共の鯛媒を O2気流中で熱すると消失L，液惜定誌のトラップ

で擬縮する気酷を生宇る事ーからとれを提素であるとした時).

以上に1f{り銅i夜洗瀧廃ガスはそのまま或は CO2を除去しただけで怯此の反!底の原料ガスと

して用ふる事は出来ないと結論し得る.

次に表の (4))'1至 (16)は CO2を完全に除去したガスからさらに O2を一部，或は賓際的に

杢部除いたガスを原料と Lて貫験を行った結果を示す. 去に見る如く原料ガス中の O2含有率

の減少と共に HCN収率が増大し，逆に NH~ の分解率州勢)及 '(j:C02 収率****J の HCNl政重容に

到する比は減少する. 又基準W~況の質験を時々挑んで、行ふ上越の方法に依って調べた欄媒活性

の減少は O2合有率が大きくなれば大き〈なる.

此叶;の貰験結果の中から O2合有王手のみ異なり，他の反肱保件l司ー(反!底温度 :650
oC.， CO 

iJlt長 100c心/fI'in.，NH'I流量.:10 c・C・/min.)なるものを採り出 L， HCN収率と原料ガス中の

Oョ含有率との閲係を求むれば第 1I品I(a)に示す如く貰験誤差範l主i内で直線になる.

{} 3. ー酸化表棄に己知畳の不純物を加へた

ガスを原料とした合成費駿

~2. の品li県を時認するために第三千誌に述べたやうに蛇~安から詰って精製 Lた CO(純度 9996'

以UJに己主¥l"1i(の O2，H25Z..は N2を加1へたガスと NH，1を原料とし'て行った合成寅験の結果を

様)蒸溜水200巴・巴.を入れたllt:if<i.':瓶中に反感ガスを通じ，その前後のガスを定量する事によりガス中の HCN
及び NH3 は定量的に吸~Icせられ， CO~， CO， H2筈は吸放せられない事を確かめた.

時)銅i夜llt:i停駿方スをそのまま原料がえとして合成を行った場合JlIJち牧草容の最も怒川叉最も黒色を呈した
使用後の繍媒 5，6:;0gr.を採り，ー貝 10-5mm. Hgの民空に引いた後.O2気流中で加熱し，附着せる炭

素を完全に燃焼させてco.となし， 生じた COeを定量して鰯媒表面上に年在してゐた炭素量を算出せ
る紡米，0.05:;gr.即ち 0.0094l1:炭素/瓦鰯媒の値を初ーた. 此の炭素量は原子般になlまし工 0.0094(12X

6x10泊二 5x 10"0個となる. 一方此の胸媒の表面戒を BET法 [J.Amer. Chem. Soc， 60， :;09 (1933)] 
でilliJ定し 1 日r. 常り 5~m.:l を得た.今繍媒表面 1 cm."常り分+;1;;1010個存在するとすれば 1gr. 1なり

5 x 10"0個の表面分子ーがあることになり，上記の炭素原二f数と一致する. 以上に依り炭素は燭媒金表面

を大約車分子暦をなして蔽ってゐるものと見倣し仰る.

~.'Hf) [100ー(HCN~Ic率十 NH3 41c家)] 5'';である. 1ft し NH3~lc家とは反!窓ガス中の NH3 量の原料ガス中の
夫れに3討する百分率である.

名日持
) CO.， 410争i とは反際ガス中の C~ のモル般の原料カス中の NFb のモノL般に謝する百分寧である.
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背融合成の研究

第2表に示す.

表の各欄は第 1去のと同じものを

表はす. 基準服況の質験(賓験番披1

のもの)を各賞験の聞に挟んで・燭媒の

再現性を確かめたのも前の場合と同様

である.

Hι 1'4 <-I!c.キ
号主

50 

40 

賞験者干披 (2)乃王(.'5)は己知量CD 30 

10 

O 

刷桑内ー 0ふ

2 3 4- E b 

空気を加lへて作った原料ガスで・行った

賞験結果を示す. とれ等の結果から

HCN 牧翠と原料ガス中の O~ 合宿率

との闘係を求むれほ第1岡 (b)に示す
He N 1Ilr.キ
ァ。

o，/. % 

如く，此の場合にも貫1験謀者範囲内で、 ω 

直線になる.

とれを?fO闘 (alと比較すれば，

同一 O~ 含有率に封ずる HCN 収率は

ICO + O~J の方が， I鹿カ、、スーOgJよ

りも秤j大きい. とれは廃ガス中のO2

以外の他の不純物に何せられる.然し

との比較から明らかでるるやうに O雪

の効果は他のに較べて著しく大きい.

50 

U 

(11) 正oす O.

02. o.'t O. b Q.8 I 0 主

.. 1聞
0， 1. 

fl{って O2のj民い場合の他の不純
原料ガス中の O2のHCN牧率に殺する効果

第2表 (CO十不純物ガス)を原料とした合成賓験

繍媒: トリヤ添加硫西書簡媒 l1gr. 反際温度 6500C.
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鯖嫁

物の効果(~4.)と， O2の効リミ (85.)とを犬与L'J、f辿ぺるやうに松討Lた・

tqpキ
金4. 酸素以外の不純物の効果

80 

70 

ι。

50 

。 z 4 3 E 

H， r. 
第 2 周

原料ガス中の H2のJ¥lc率に!l'する効果

純粋な CO に己知量の H~ を加へたガス

を原料として行った賓験結果を第 2表 (9))) 

王 (12)に示す.との諸官験結果を (1)のと共

に第2闘に O印で示す. 但し混合比20，Hz 

合有率零に於ける HCN牧草容には第三報の賞

験結果(混合比10，水素含有率零に於て HCN

収率がとの寛験に於けると同じく 61%にな

るやうな偶媒が常に興へてゐたfltuをそのま

ま持って来た.

此の結果を反感ガスが千伶rv乙o-?り，且ヨた

の方粍式で示される青隈合成反!底

2CO + NH~ = HCN + CO~ + H~ (1) 

以外の反肱は起らないものとして叫導出せられるか否かを北の如く調べた・

(1)の千{金]'1宜主主Kは日;(*"ガス中の Hz 分lIiJ~ p"H'なるH5共の如く去ばされる.

K ー持前~POH"-t_，dpII， ).p~~~ -
pNH3 (1'CO)2 

(2) 

1:11<= ，d1'H，は反肱に{1cるHz分間の増加を， 1'IICN "fi;は反胞:ガス中の HCN等の分慌を夫身示す.

第二報に於けると同践に pl'H3 及び、 POCO を夫々原料カ、、ス中の NH~ 及び、 CO の分間とし

混合比:ー一一

HCN収率:一一一

とすれば也ちに弐式を得る.

戸CO
O 

m ー一一一一一一一一
PONII3 0 

n 二二
pTICN 

PONII~ 

IC.こが(1'r1I'I PONII 3十 n)
一一一ー一一一
(1 - n) (m - 2nf 

)
 

丹
、
け(
 

第間報の質測により Kに次にfIl'(を採り

K = (i.2士 0.6)x 10-:; 

手前々の原料ガス中ω Hz 分J!I~に到する HCN j!Sli'容を算出して闘示すれば， 第 2闘の賓紘が得ら

れる.

l品1I乙見る女nく貰験自1'[は寛験訣::;'f:::組出内で計1;叫i'[と一致する. 印lち原料ヵース中vHz分監の

HCN~文至容に及ぼ、す・効果は反随{ (1)のみが辿ってゐて而もそれが平衡に在りとして計算せられた

勢) 原料カ'ス中のァ~素含有準零なる場合に之等の事が成立つことは既に第三報に確かめられている.
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青酸合成の研究

結果と一致する.

共に去の (8)に示す純粋な COに凡を加lへたガスを原料と Iて行った貰験の結果から Ns

は此の反/!l!.fL無関係で、ある事が分る.

叉去の (6)，(7)に示す純粋な COに H2とO2を加lへたガスを原料として行った貫験の結果

を，(2)， (4)或は(9)に示ナ O2或は H2 が原料ガス1¥I V乙単調に混在する場合のと比較するとと
により，之等2種の不純物があるときの HCN収翠の低下は， 夫々の含有率と同じ含有率で単

調に混在するときの収率の低下の手11になるととが分る.

~ 5. 酸素の効果

第 1表及び第2去の結果から弐のやうに云へる.

O2を加へれば勿論COの分!慨が減少する.反除:が (1)に従って平衡に建ずるものとすれば，

共の結果 HCN収率は減少Lなければならない・ 然し寅測の減少はとのやうにして計算せられ

たものの 10悟以上も大きい.

又Oョ含有率の増大と共にアムモニアの分解率及び CO2些墾ーも増大L，而もとの値は
HCN牧率

上記方程式 (1)の要求する 1なる値よりも大きい.

Ii!Pち不純物0，は HCNを喰って CO2をtfよるとも云へる望ましくない効果を興へる.

とのやうな結論を賓験結*から系統的にりItI¥すために弐のやうに推論した.

単位時聞に反腹背に入ってうliるN2の杢J.己防t[-敢 Nはfiiて11くものと等しいとし， 原料ガ

ス中の各i&:分 δのモル童文の百分率¥1CM3等で， 1ダ肱ガス中のを R3笥;で夫々去はせは、単位時間
N 

K入って来る各成分のモル教は Mo---2111N;二千.lI1NH瓦日て行く各成分のは

F - f - N で夫々去はされる.2RN渇+RNH， + RHO Mo R3 
従って雨者に共通な不鑓凶子Nに封する比 ρ=亘A1N干~MNîI-， e YO=2RN斗 RN証弓RHCN

とを比較して，物質収支を論歩るととが出来る.

第 1表の(7)及び(13)に示す宣験結果からρ及び?!"等を計-算すれば抗 3衣に示す如くなる.

去のJ精製カ'ス及ぴ放1-1¥ガスの欄には1XP去に示Lた夫せ;の賢iWJf[立を，叉原料ガス及び‘反股;

ガスの欄には賓際反腔(に開WLた杢豆町、スに到する各成分 δのモル教の百分率 (M3及び Ro)誼
ぴに土地のが及び、ρの計算fltI.を夫々 示す. 附言己[，た敢字は出 1 去の結~又はそれから導か

れた各金の千均白来設jf::{(o)である.

今次式で示す如き正に猫立な反臨時J

2CO + NH3 = HCN + CO~ 十 H2

.!NHg 十 302 2Nョ+6H20 

2CO + O2 = 2C02 
CO + H20 = CO2 + H2 
CH.1十 202= CO2十 2I-VJ
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青酸合成の研究

が夫々上から眠に 1，N，んN，"'， 15Nモル料約づっ起ってゐるとすれば次式が得られる.

yCH. _ XCH.ニーlr，

(9) 

(10) 

(11) 

(12) 

(13) 

(14) 

(15) 

，
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+
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一
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+
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=
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f!pち q(= 5)箇の未知数 lq等に就いて n(= 7)本の方程式が得られる.

従って此等の式から lq等を消去すれば物質収支spちが及び、 y3等に闘する n- q (= 2) 

本の4条件式が得られる. gpち

yCO + yCo. + yNUN + yCH. = xUo + xUo. +ι;HU.N +必UH会 (16)

2yCO + 2yH. + 3yNHs + 5yHCN + 8yUH会 - 4yo. 

= 2xcO + 2a，.H. + .'3xNH3 + 5ι;HUN + 8xCH，ー 4.1;0. (17) 

此等・2本の保f!t:式の各還に第3去に示す XO及び y3せ;のflliを代入すれば夫々第』去に示す

如き結果を得る.

第4表物質J/!c支

「一一|一 | 一一 I_， I ，~L ， _.1 
賞験献|附式~ yo ;::tv' ~(.Jya)21 ~ x 1 l::tゾ茄可112U3-2Ml土ゾ両丙司副

(16) I 166.5 I 4.8 163.2 5.2 3.3 7.0 
(7) ， :. : I ... _ I I .. _ . . _ I 

(17) 1 388.7 1 6.9 386.4 7.7 2.3 1 10.3 

1 (16) 1 399.2 i 23.3ω6.9 1 27.7 11 - 7.7 1 お>.1
(13) I ! ..._ I 
I (17) I 926.5! 33.2 951.2 39.5 -24.7 I 51.5 

， 、

持) xo及びyoの平均白乗誤差は
叉 j(M)" (dMo)"十 (Mo)ヨ(.JM)"

dが=::t ý~ ー M4 一

先 j(R)2(dR")ヨ，-(Ro)2 (.JR)2 .Jyo =土 "y ¥........， ¥_...... / R4 

として求めた.妓にM及びRは
M=2MN語十 M}'~I3

R =2RN珪十 RNH3トRHCN
を示す.

梢) (4)乃至 (8)式に示す化撃方科式から次式に示す HCNの燃焼反感
2HCN ト 20~ = 2C02十日2十 N2

は [;x(5) 卜~ X(6) ，.:J X(7)-:l刈4)J から待られる 従って此の方特式は本交の5本の方程式と
線型に濁立だはなV'. 民IJちζの方校式 ζ、示す反感は既に本文に禦げた乃木 I純の方収式 G司之される反I!i!'，
に含まれてむ、る

咲:ほ) 化拳方科式の各分f-Aが其の物!良心 11(ーとノレ企表は tとナるとさ， 1:U在.によってんjf'，'J¥;の左法に二'1"す l
組の物貨の各量がii'i・賛されて右主皇，のが出来た時， Wの反舷が lじん起ったとえふ. f列，-f二r(5)に於て
NHaが4モノし 02が;lモノL消費されて， N:Jと H20とが):;/-:2モノL及びりとルm来たとき， このIiff悠U:
Iモノレ越ヮたとえふ.
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鰯媒

去に見る如く，此の雨寅験の結果はいす=れも (16)及び (17)の要求を賞験誤差範囲内官、満足

してゐる.従って物買収支に系統的誤ヲむを生-t:るやうな主要な反!症の見落しをしてゐない事に

なる.

依って (9)乃至 (15)の関係を観日IJ方程式 (Obscrvationcquation)とL，最小自乗法により，

11乃至 15等の未知量，印ち各反!症の進み方を測る各萱をI昔11妄測定値としてそれ等の信顧し得る

最確値及びその平均白采誤差を算出し得る酎.

(9) )j至 (15) に第 3去に示すが及び yå 等の値を代入して得られたん告:の値を~~ 5去に

示す.
第5表 l'i等の最確値技びにそれ等の平均白乗設差

化事方程式 45(6)  (7) (8) 

_______________ ll， 1ill笥 II土 1ill I l， :t: 1il， ゐ士 1il3 l4士 1il4 l5土品質験番披~I (，1 :r: -'lftl ld :r: "'(..~ "3 I "(，3 "4 :::r: ':"(..4 

(7) 7・7:t: 0.3 0.9 :t: 0・2 1.4 :t: 0・7 4.0 :t: 1.1 0.5土ω
(13) 21.7士 0.8 0.1土 0.3 -0.3:t: 0.3 0.1 :t: 1.5 0.0 :t: 0.1 

去に見る如く賓験番蹴 (7)@pち原料ガス中に O2が合まれてゐる場合には青酸合成反!底 (4)

の外に NH3が分解して N2を生歩、る反肱 (5)，COから CO2を生十る反腔((6)，及び、 (7)主主ぴに CH4

の燃焼反臨 (8)噌;の副反陸;が貫際に起ってゐる. 此せ:面IJ反1ftは29頁脚註に述べたやうに HCN

の燃焼反1!1!.を含んでゐる. 反腔;の寅際の過t'f，として NH:Jの分解反感が起ってゐるのか， HCN 

勢) 得られた n(= 7)本の未知扱l"等に腕する観測方程式を次の如〈表はす.
2αq • lq -M1 = Vl (1. 1) 

z αq 'lq -Mn伽(1.n) 
q 

主主に αq，Mn及び伽等は夫々んの係費t，観iJlllfJ直及び残差を示す.

.' 

(1)から夫弁の式の重寧pnを考慮して次の如<q (= 5本)の規格方程式 (Normaleq四 tion)を作る.

ヲpnh:;f=0(21)

号pn官"な o
主主に 伽∞一 1

E"" (1iMn)2 

1iMnは観測値Mnの平均自乗設差を示す.

(2)をlq等に就いて樹立に解き， lq等の最l龍{直を算出した.

次に lq等の平均白菜諜差 1ilq等を次式から算出した.

I ~ pn Vn2 
1ill = ...1 ~仁一一一
." Pl(n-q) 

I~p局拘2
dん ..IY~

司 ρq(η-q) 

(2. q) 

(3) 

(4. 1) 

(4. q) 

技に IIの重重軽 Plr:t (2.1)の常扱項をー1に， (2.2)乃至 (2.q)のを Oと置き，之等を聯立に解いて得
られたんの{査の逆鍛として主主11¥した. 同様に併は (2.q)の常聖堂項をー1に，他のを Oと置き，之等
を聯立に解いて得られたんのI1互の活費主である.

(BartIett; General Principle日ofthe method of Least Squares， the Rumford Press， Concord 
N.H. (I91u)， 小平吉男;ilHt1ま及びiif"館経械，岩波書信 O!J43)第κ，，1J
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青酸合成の研究

の燃焼反憶が起ってゐるのか，或はその雨方が一所に起ってゐるのかは，物質』政支からはきめ

られないが，いす、れにしても望ましからざるととは同じである・

一方貰!fg~番抗(13). gpち原料ガス中に O~ を含まない場合には青酸合成反!忠 (4) の外にはい

やれの副反胞;も質験設主範位i内で起ってゐない.

従って O~ は故も好ましからざる不純物と云はなければならない.

~ 6. 結論

以上の諸貰験結巣立fLぴ、にその考察から導かれた結論を集約すれば次の如し・

(1) H~. CH4• N2 • CO2及び O2を不純物として合む銅液批准!長ガスから後二者を除いて，

とれを CO源として使用すれば

2CO + NH3 = HCN + CO2 + H2 

なる青酸合成反肱のみ起る.

(2) (JJの場合原料カ守ス中の H2の HCNJ比率に及ぼ冒す影響は古ー酸合成反応、が千衡にありと

Wじて計算せ寸られる値と一致する.

(司 CO2のみ除き O2を除かない場合には HCN収率が苦しく減少する・ との場合につき

物質収支から上記反肱の外に共に諸反臨が併起してゐるととを結論した・

4NHa + 302 = 2N2 + 6H20 

.，~ "~'.刊
さ g

2CO + O2ニ 2C02

CO + H20 = CO2 + H2 
川 CH4+ 202 = CO2ι+H20 

然LtHCN~以;至f，の減少が止11己 NH3 及び'CO の燃焼反陸u乞山るものであるか，或は上記 5 本の

反臨ω線型結合によっ.て導かれる HCNの燃焼反[荘、

2HCN + 202 = 2C02 + H2 +-N2 

に由る{ものnであるか， 或は又i:02による燭媒の被毒にUIるものであるか等は物質収支からは決

定出来ない・

(丑) (幼の場合陪は (1)の場合に較べて綱媒の活a性が著しく斗Lく低下し，且その減少速度は

O2含有率が大きくなれば大きくなる.

。旬 以上により銅液洗機!長ガスはそれから O2及び、 CO2を除けは， 此の占酸合J&iょの工業

的原料ガ、スとして使用し得る.

終始御懇篤な御指導を賜ヲた嫡内所長並びに熱心、に質験を子傍はれた石塚和彦君に深謝する

と共に寅験に使用したJ1，di伎iJbi候駿ガスを矧日lιFさった東洋高厭株式曾枇北海道工業所立立びに費用

の一部を補助せられた文部省試験研究費に謝意を表す
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